
認定特定非営利活動法人

マナーキッズ®プロジェクト

「マナーキッズ」調べの集計とその特徴について
記者発表用資料

2014年 1月 16日

認定特定非営利活動法人 マナーキッズプロジェクト

〒166-0002
東京都杉並区高円寺北3-22-3デルコホームズ4階
03-3339-6535
office365@mannerkids.or.jp
http://www.mannerkids.or.jp/
https://www.facebook.com/mannerkids



Copyright（C） Manner Kids Project （Approved Specified Nonprofit Corporation）. All rights reserved. 1

1. 5編別の特徴

動的な要素が強いお辞儀・挨拶編、歩き方・姿勢編、生活編が劣っており、言葉編、
社会規範編等の知識レベルのものが高得点を取っており、今後の指針の目安となる。

5編別の比較

【小学校児童の特徴】
5編合計の平均点は、高学年よりも低学年の方が高い。
5編各々の合計点は、全てにおいて高学年よりも低学年の方が高い。全学年平均換算値は76.92と初級レベル（70以上）の中間点
に位置し、中級レベル（80以上）の到達を目指すことが指標となる。
各論的にみれば、お辞儀・挨拶編の65.94（13.19点）が到達度レベル70を下回っており、課題が残る。
特に低学年69.1（13.82点）、高学年62.11（12.42点）と未到達レベルの中でも7ポイントの乖離があり、高学年のレベルアップ
の指導育成が不可欠となる。
言葉編は全学年の中でも、中級レベルの中間に位置し、上級レベル90を目指すことが出来る。
動的な要素が強いお辞儀・挨拶編、歩き方・姿勢編、生活編が劣っており、言葉編、社会規範編等の知識レベルのものが高得点を
取っており、今後の指針の目安となる。

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 20.00 満点

90～99 18.00～ 上級レベル

80～89 16.00～ 中級レベル

70～79 14.00～ 初級レベル

1～69 14.00未満 基準値未到達

凡例： 高い
低い



Copyright（C） Manner Kids Project （Approved Specified Nonprofit Corporation）. All rights reserved. 2

2. 学年別の特徴 ＞ （1）低学年と高学年の比較

全平均点の換算値は、85.46と中級レベルの中間点に位置する。項目10「困っ
ている人に「どうしたの？」と聞いています」 の61.82（12.4点）が課題となる。

言葉編の比較

【コメント】
全体的に見ると、項目4「食事の時は「いただきます。」と言っています。 」92.89（ 1.86点）、項目5「食事の終りには「ごち
そうさま。」と言っています。 」92.85（1.86点）、項目2「ねる時は「おやすみなさい。」と言っています。 」92.08（1.84
点）の順に高得点で全平均点でも85.46（1.71点）と中級レベル80の中間に位置している。
ただし、項目10「こまっている人に「どうしたの？」と聞いています。」は高学年55.85（1.12点）とかなり低く、低学年も
66.75（1.34点）と到達基準値70（1.40点）を下回っている。全平均点でも61.82（1.24点）と低位置にいる。

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 2.00 満点

90～99 1.８0～ 上級レベル

80～89 1.６0～ 中級レベル

70～79 1.４0～ 初級レベル

1～69 1.４0未満 基準値未到達

凡例： 高い
低い
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2. 学年別の特徴 ＞ （1）低学年と高学年の比較

5編の中で、全平均点の換算値比較66.34と到達度基準70を下回り、最下位レベル。
項目10「手は指をそろえてハの字に膝の上に置いています」は51.44と半数で問題。

お辞儀・挨拶編の比較

【コメント】
全体的に見ると、 66.34（1.33点）レベルで到達基準値70（1.40点）に満たず、また、5編の中でも最も低いレベルに位置する。
高学年が低いレベルにあり、項目10「手は指をそろえてハの字にひざの上に置いています」の礼儀作法が43.95（0.88点）レベル
は問題である。高学年は項目7～10で50台で課題が残る。また、以下の項目の改善が求められる。
項目7「いすに座るとき足の裏をゆか（フロア）につけています」57.16（1.14点）
項目8「いすの背にもたれてすわっていません」58.40（1.17点）
項目9「足を広げてすわっていません（両足の膝をそろえています」50.77（1.02点）
項目10「手は指をそろえてハの字に膝の上に置いています」43.95（0.88点）

凡例： 高い
低い

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 2.00 満点

90～99 1.８0～ 上級レベル

80～89 1.６0～ 中級レベル

70～79 1.４0～ 初級レベル

1～69 1.４0未満 基準値未到達
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2. 学年別の特徴 ＞ （1）低学年と高学年の比較

全平均点の換算値79.84と到達基準値70をクリアし、中級レベルに位置する。項目6「き
をつけの時はおへその下に力を入れています」 、67.60項目7「きをつけの時は胸を開き相
手の顔を見ています」69.58が到達基準値70をクリア出来ていない。

歩き方・姿勢編の比較

【コメント】
全体的に見ると、79.84（1.60点）レベルで到達基準値70（1.40点）をクリアしているが、高学年76.91（1.54点）、低学年
82.26（1.65点）を比較すると高学年が低学年に比べ、5.35ポイントも低く課題が残る。
項目別にみると項目6「きをつけの時は、おへその下に力を入れています」67.60（1.35点）項目7「きをつけの時は、胸を開き相
手の顔を見ています」69.58（1.39点）が到達点レベル70（1.40点）に満たない。両項目とも、高学年が70（1.40点）以下と
なっている。

凡例： 高い
低い

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 2.00 満点

90～99 1.８0～ 上級レベル

80～89 1.６0～ 中級レベル

70～79 1.４0～ 初級レベル

1～69 1.４0未満 基準値未到達
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2. 学年別の特徴 ＞ （1）低学年と高学年の比較

全平均点の換算値は76.41と到達度基準値70をクリアし、初級レベルの中間に位置。
5編全50項目の中でベスト1「朝食は必ず食べています」は95.09の評価。

生活編の比較

【コメント】
全体的には76.41（1.53点）と到達基準値70（1.40点）をクリアしているが、高学年74.28（1.49点）が低学年78.17（1.56
点）より低いポイントとなっている。
項目別にみると、項目8「食べる時はよくかんで（20回以上）
食べています」 60.88（1.22点）で平均換算値76.41より15.53ポイントも低く、また、高学年の56.62（1.13点）も課題が残る。
項目10「テレビやゲームは時間を決めて楽しみます」も66.08（1.32点）も何らかの対策が必要。
高得点は項目1「朝食は必ず食べています」の95.09（19.0点）と全ての編50項目のベスト1となっている。

凡例： 高い
低い

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 2.00 満点

90～99 1.８0～ 上級レベル

80～89 1.６0～ 中級レベル

70～79 1.４0～ 初級レベル

1～69 1.４0未満 基準値未到達
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2. 学年別の特徴 ＞ （1）低学年と高学年の比較

全平均点の換算値は中級レベルに近い位置にあり、項目4「いじめをみたら「もう、
やめなさい。」と言っています」 58.96だけが到達基準値70を下回る。

社会規範編の比較

【コメント】
全体的には全平均79.28（1.59点）と到達基準値70（1.40点）を大きくクリアしている。
また、ここでも、低学年82.53（1.65点）が高学年75.34（1.51点）を7.19ポイント上回っている。
項目別に見ると項目4を除く全て到達基準値はクリアしているが、項目4「いじめをみたら「もう、やめなさい」と言っています」は58.96（1.18
点）で高学年の55.08（1.10点）が問題。
いじめの現場に遭遇しなかったか、あったけれど見ないふりをしたか等の比率41％は今後のいじめ対策を考える上で重要である。高得点は項目7の
人のものを使う時は、「かしてね。」と言葉をかけてから使いますが93.70（1.87点）で全項目のベスト2になっている。

凡例： 高い
低い

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 2.00 満点

90～99 1.８0～ 上級レベル

80～89 1.６0～ 中級レベル

70～79 1.４0～ 初級レベル

1～69 1.４0未満 基準値未到達
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50項目順位と到達度レベルの構成

3. 項目別の特徴（1）

50項目の構成を見ると、上級レベルは7項目、中級レベルは14項目、初級レベ
ルは16項目、未到達基準レベルは13項目となっている。
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3. 項目別の特徴（2）

ベスト5/ワースト5
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4. 「保護者の躾」「園児・児童の生活」と集計結果と特徴

保護者の躾では、親子間のコミュニケーションの低さが、園児・児童の生活からは、
テレビやゲームのルールや習慣付けが甘い状況が見て取れる。

保護者の躾と園児・児童の生活に係る集計

【コメント】
保護者の躾では、項目3「朝ご飯を用意してくれましたか」が93.54（1.87点）と最も高い評価だった反面、項目4「親が遊んでく
れましたか」は62.87（1.26点）と最も低い評価だった。親子間のコミュニケーションに課題があると思量される。
園児・児童の生活では、項目1「テレビやゲームは時間をきめて楽しんでいますか」が63.08（1.26点）と低い。
項目3「幼稚園・保育園、学校が好きですか」は72.26（1.45点）、項目4「得意な学科がありますか」は74.37（1.49点）、項目
5「友達は多いですか」は85.32（1.71点）と高く、いじめ等対策につながる可能性があろう。

換算値 点数（点） 到達度レベル

100 2.00 満点

90～99 1.８0～ 上級レベル

80～89 1.６0～ 中級レベル

70～79 1.４0～ 初級レベル

1～69 1.４0未満 基準値未到達




